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ごあいさつ

本学が新制大学としてⅢ狐の声を挙げたのは１９４９年５月のことですが,その濫膓は遠く加賀藩校の｢明倫堂･経武館」

(1792年）に遡ります｡爾来,この地には藩政末期の壮猶館(1854年）や卯辰山養生所(1867年）をはじめとして,金沢藩

医学館（1870年),石川県師範学校（1874年),同女子師範学校（1875年),石川県金沢病院（同年),啓明学校（1876年)，

金沢医学校（1879年),石川県専門学校（1881年),第四高等中学校本部及び医学部（1887年),同医学部薬学科（1889年)，

第四高等学校（1894年),金沢医学専門学校（1901年),金沢高等工業学校（1920年),金沢医科大学（1923年),金沢工業

専門学校（1944年),金沢高等師範学校（同年）等々，枚挙に暇ない程の教育･医療機関が設置改廃され，幾多の逸材を

世に送って参りました。

方今,法人化の時代に至り，国立大学は独自の将来構想を描き,教育,研究，医療の諸方面にゆたかな個性を発揮して，

社会に貢献して参らねばなりません。一元的管理から解き放たれた大学は，何を目標として明日を語ればよいのでしょうか。

その答えを得ることは容易ではありませんが，過去への理解と省察を欠いた未来像は誠に危うく,過去を捉えるためには資料

が不可欠であることを,私たちは瞬時も忘れてはならないと思います。

本年の資料館特別展は，附属図書館との共催という形をとり，本学にゆかりある先人の筆跡や関係資料を学内外から一堂

に蒐め，公開展示することに致しました。展示スペースの関係で一見不統一にも見えますが，学都金沢ならびに本学をはぐく

んだ歴史的環境に思いをはせ,そこで多くの学生，教員，関係者らが，経済的には必ずしも恵まれない状況のもとで,いかに

研鑑に励みまた協力を惜しまなかったか,それぞれの筆跡等に接しながら一端を汲みとって頂きたいと思います｡それは本学

の将来を照らす鏡となり,この時代を乗り切る指針ともなると信じるからであります。

末尾ながら，本展開催にあたり貴重な資料の出品をご快諾くださいました関係機関の皆様に，心から御礼申し上げます。

2004年１０月

金沢大学資料館長笠井純一

－１－
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(7.第四高等中学校校舎の設計図｡棟札｝

棟札｢明治２３年８月起エ明治２４年７ 製棟札木 医学部記念館2２

月竣エ第四高等中学校医学部解剖

組織学教場」

第四高等中学校医学部

堂平而う回

第四高等中学校医学部

堂切断之図

第四高等中学校物理化

之図

山ロ半六，久留正道 解剖組織学請 紙墨描淡彩図面和 第四高等学校同窓会2３

山口半六，久留正道 解剖組織学講 紙墨描淡彩図面和 第四高等学校同窓会2４

山ロ半六，久留正道 学平面及前面 厚地和紙墨描淡彩図面 第四高等学校同窓会2５

紙墨描淡彩図面

紙墨描淡彩図面
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第四高等学校同窓会

和

和

2６

医学部東部教場

2７

医学部西部教場

第四高等中学校略図

｢第四高等中学校一覧

至明治２７年」付録

附属図書館2８ 冊子

自明治２６年
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1．「高句麗広開土王碑拓本」

1．「広闘士主碑拓本」

制作者,年代等は未詳,軸装，

附属図書館蔵第四高等学校旧蔵

本紙139×280(cnl）

(全８幅展示は１面上下の第１幅･第２幅）

2.「明倫堂」加賀藩校｡明倫堂の扁額

3.「明倫堂」

新井白峨書,寛政４年(1792)，扁額，

資料館蔵石川師範学校旧蔵

280x130x40(cnl）
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１１霞 蕊一コ

前田治脩(はるなが)が綱紀の意思を継いで,京都の儒学者

新井祐登(白蛾)を招き,文武の学校の設置を計画させ,寛政

3年(1791)１０月に兼六園の傍,長谷川邸跡に着工し,翌４年

２月に落成した｡文学所を｢明倫堂｣とし,演武場を｢経武館｣と

呼んだ｡授業は７月２日より始り,文学,皇学,漢学,医学,天

文学,易学,算学,法学,武学等を教授した｡文政５年(1822）

３月の仙石町(現,中央公園内)に移築した｡明治３年(1870）

10月に閉校となった。

広開土王碑は中国吉林省集安にある高句麗第１９代広開土

王(在位391-412)の顕彰碑｡４１４年建立｡好太王碑ともいう。

高さ約6.3m･碑文は碑石の４面に,各面１１行｡10行･14行・

9行,毎行41字(碑石の形状との関係で－部は41字未満)で

刻まれ,総字数は約１７７５字｡碑石は荒草に埋もれていた

が,1880年に再発見された。日本へは１８８３年に陸軍参謀本

部員･酒匂景信(さかわかげあき)が拓本を将来し，「倭以辛卯

年来渡□破百残□□新羅以爲臣民｣(1面９行目)などから,５

世紀における倭の朝鮮半島進出を示す史料として注目された。

また，日本の参謀本部が石灰を塗布して文字を改責したとの

説が話題になったこともあるが,石灰塗布以前の原石拓本が

確認され,この説は否定されている｡本拓本は,大正５年

(1916)に,金沢の歩兵第７連隊連隊長･梅津忠清が四高に寄

贈したもの｡２１字目と２２字目を境に各面が上下二段に分か

れ,８幅からなる｡特徴的なのはⅡ面以降にずれがあることで，

Ⅱ面は11行とされてⅢ面第２行がⅡ面最終行にあり(第Ⅲ面

第１行は欠)，Ⅲ面は10行とされて第３～12行からなり,Ⅳ面

は11行とされてⅢ面第13.14行がⅣ面の最初にある｡大変珍

しい例で,原石拓本の可能性を含めて,今後の詳細な検討が

必要である。

新井白蛾あらいはくが1715-1792

明倫堂の題字は,加賀藩校の初代学頭･儒学者新井白峨

によって書かれた。

白峨に関する資料は,「先哲叢談後編』(東条琴台,1830）

がある｡「先哲叢談｣(せんてつそうだん)は,著名な儒学者の言

行･逸話を集めたもので,正編,後編,続編がある。

「先哲叢談後編』によれば,新井白峨,名は祐登,字は謙吉，

白峨と号す｡黄州,龍山,古易館などの別号があった｡通称は

織部,のち白蛾を通称とした。白蛾の父祐勝は加賀の人であ

り,浅見細斎(あさみけいさい)(1652～1711)に学び,江戸に住

んだ。白蛾は江戸で生まれ,菅野兼山(すがのけんざん)(1680

～1747)に師事して学業を磨いた｡兼山は三宅尚斎(1662～

1741)の門人であり，山崎闇斎(1618～1682)の学系に属する

人である。

白蛾は２２歳で神田紺屋街に私塾を開くが,当時,荻生祖

徳(おぎゅうそらい)が｢漢魏の古学,明の李王の修辞を以て－

世を風廃し｣ていたために,これと競合できないと判|新して京

2.『広開土王碑拓本解説」

著者不明,大正７年,直筆稿本，

附属図書館蔵

－４－
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都に移った｡「易説*を研究し,占笠(ていぜい)しばしば奇験あ

るを以て,その業一世に盛なり，号して古易の中興と曰ふ｣と

記載されている｡彼の占いはよく当たったことを物語ってい

る。

白蛾は京都では成功し,「生徒輻轤｣した｡儒学者芥川丹jflI

(あくたがわたんきゆう)(1710～1785)は，白蛾の著書｢古易対

門』の序文で彼を絶賛し,これにより｢儒流皆白峨が易に精き，

世の占笙者の類にあらざるを知る｣ことになった｡彼の著書『古

易一家言｣は,１年で２５００部売れたといわれ,これは当時の

ベストセラー服部南郭の｢唐詩選｣(1724)に匹敵した。

なお，新井白峨と新井白石との血縁関係は，白石の家系

には，白峨もその父祐勝の名も見られないことから，ない

とされる。

＊｢易経』は,五経の筆頭に置かれる儒教の教典であり，占

いのテキストであった｡周易,易ともいった｡易経に関す

る解釈学を易学という｡卦(か)すなわち陰と陽の組み合

わせで,国家の命運,個人の生き方の道理を説き,儒教

的宇宙観を示した。

白蛾の生年は｢先哲叢談後編｣の｢寛政４年(1792)５月１４

日を以て,賀州の金沢に没す,享年６８歳なり｣から推せば，

享保10年(1725)となるが,「燕台風雅｣の｢初めて本藩に来る，

先生時に齢七十有七｣の記述からは,これより１０年遡り,正徳

5年(1715)と推定される。

6.「三州遺事』

黒本植著，昭和６年(1931)，

附属図書館蔵

「燕台風雅｣の記述をもとに,新たな人物を取り上げ,人物

の小伝を記している。白蛾については，明倫堂の創設から

144年後の記述であるが,次の文章のように,稼堂自身の考え

が述べられていて興味深い。

「その額字を書く，入しらす心をこめられしものとみえて，白

峨没後その室の長持を披きて,みたるに,明倫堂三字の草紙，

みちみちたりといふ｡」筆勢に関しては，「書法謹厳,筆意端

荘,仰きてこれをみる,粛然襟を正さしむ｣とある｡また,「鳴呼

七-'一七の老儒にて日夜経営の任に贋(あた)る,かくのこと<な

らでは,何そ－藩の学風を振起することをうへき,今日学校の

先生果していかむ,鴫するもの若きを聰し,老たるもの若きに

譲る,こ>に於て乳児皷口教乳児の観あり,かようなありさまに

て子弟の薫陶なと,おもひもよらぬこと也｣と,シルバー人材の

登用をたかく評価している。

4.「同文通考補』

新井白蛾著，宝暦１０年(1760)，

附属図書館蔵

白蛾の易学以外の著書では,「同文通考補｣がある｡新井

白石(1657～1725)の文字論を補ったものである｡なお，白蛾

に関する地元の資料としては,「燕台風雅｣と｢三川|遣事｣があ

る。

加賀藩校｢明倫堂｣の開校と新井白蛾

加賀藩１１代藩主前田治脩(はるなが)(1767-1810)は前代

藩主重教(しげみち)(1754-1786)の遺志を継ぎ,学校創建に

着手し,その教官として儒員の人選にあたった。

重教の時,天明６年(1786)１月から,城内で毎月２回儒者

による経書の講義が行われた｡この講義はやがて明倫堂助教

が講師となり慣例化して,いわゆる｢滝ﾉ間の請書｣と云われて，

明治維新頃まで続いていた｡その講師のひとりに新井白蛾が

いた。

寛政３年(1791)４月，年寄奥村河内守尚寛(ながのぷ)は，

藩主治脩の意を受けて，白峨に講師を引き受けることを打診

した｡その書簡は｢内密に申達侯｣で始まり,先生の卓識の程

を主人加賀守が聞き及びになられ拙者へもお尋ねになった，

｢仕官承引においては,本I懐の至り，大慶致さるべし｣とあり，

藩主が｢先生を慕われ候心の程,中々愚筆に尽しがたき故，

短文かくの如く候｡書余,賢慮に任せ候｣(｢稿本金沢市史学

5.『燕台風雅』えんたいふうが

富田景周著，文政８年(1825)，写本，

附属図書館蔵

加賀藩の重臣富田景周(とだかげちか)(1746～1828)による

ものであり,藩初から寛政に到るまでの学者･文人の伝と漢詩

文の佳作を集めたものである｡「原撰は寛政3年に終わったが，

後に追記を加え,文政８年之を藩侯に献じた｡」と｢加能郷土

辞彙｣に記されている｡ちょうど明倫堂創建の頃に著作された

ことになる。

白峨に関しては，「初めて本藩に来る,先生時に齢七十有

七｣，「先生(白蛾)をして明倫堂の額を書かしむ｣「(白蛾が）

師事する所凡て三十有六人,荻生茂卿亦其の数の中にあり｣，

などとあり,「先哲叢談後編｣にない記述もある。

－５－



3.「経武館」加賀藩武学校｡経武館の扁額

7.「経武館」

前田直方書,寛政４年(1792)，扁額，

資料館蔵石川師範学校旧蔵

280×120×４０(ClⅡ）

事編第一｣p65)などと記されていた｡奥村自身も白峨に既に

師事していたために,この人選に関わったものと,思われる。

白蛾はこの招きに同意して,寛政３年８月に京都から金沢

に下向した｡９月１日に白蛾は初めて治脩に謁見した｡９月１１

日には学校惣奉行として奥村河内守尚寛,横山山城守隆従

(たかより)，前田大炊孝友(おおいたかとも)が任命された。白峨

は,この学校の用地の調査と創建に関する助言を行った。

治脩は,盗賊改方奉行高畠五郎兵衛に｢此用向至而内密

に候條｣として,「入門之上,白蛾人品の様子得与相考,存寄

之通可申聞事｣と命じた｡高畠は９月に白峨に入門して,調査

を開始した｡１０月に,高畠は｢白蛾,信義相守申奉存候｣と報

告した。

治脩はさらに,高畠に老臣達一山城,大炊,玄蕃助(本多

政成(まさよし))－に,門弟であるから白峨についての意見もあ

るだろうとのことで,それを聞かせた｡山城,大炊は，「評判に

ついて特に聞いてはいない｣と軽く流したが,河内は｢最眉｣で

あるので，「今度召し出され候場に至り候様取々申す｣とこの

人選を決定した場に居たようにいろいろ話した｡この様にして，

学頭の人選が行われたのである。

明倫堂と経武館の建物は,兼六園内金沢神社の地，旧長

谷川邸跡に寛政３年１０月に着工し,翌年２月に竣工した。

同時に白蛾はこの藩校の学頭を命じられた｡明倫堂は,その

後２度移転して,藩末期には現中央公園内にあった。

寛政４年閏２月に,白蛾は｢学Ｊ１交は礼儀礼格を重んじる｣と

ころであり，「自分が平士で学校に出座して,学生も同役同格

では教導に支障をきたす｣として平士以上の待遇を求めたが，

この申し出は却下された｡このことは学頭であっても教師の身

分格が低かったことを示している。

同年３月２日に明倫堂･経武館の開学式が行われ,治脩の

臨席のもとで,白蛾は孝経を講義した｡高齢(７８才)の白蛾は

開校の後２ケ月あまりの５月１４日に没した｡授業開始は暑さ

が遠のいた旧暦７月２日であった。

明倫堂は明治２年(1869)３月の制度改革で学政寮文学局

のもとに置かれ,翌３年末に閉校され,中学東校(洋学中学

校)と中学西校(皇漢中学校)となった｡しかし,明治４年の廃

藩置県により,すべての藩校は廃止となった。

明倫堂の図書目録が金沢市立玉川図書館にあり，当時ど

のような講義がなされていたかを推し知ることができる。

閂

i窪包とNLj鋭認詞！
￣

iｉ
」

iIiH

Iui
3

『…

｢

経武館の額の制作過程について,「加賀藩資料」「日本教

育史資料｣巻２(文部省総務局)*及び｢文化九年迄前田士

佐守家譜下書｣＊*に記載されている｡経武館の額の成立過程

をこれらの資料から推察することができる。

＊「日本教育史資料」文部省によって編纂され明治２３年

（1890)から25年にかけて発行された日本教育史の調査報告及

び史料の集成｡文部省は明治１６年に各府県に通達を出して，

学制改革以前の学事について調査をさせた｡石川県からの報

告が｢１日藩学校沿革調｣(明治17)である。

＊＊出品番号8参照

明倫堂･経武館の開学式は,寛政４年(1792)３月２日に行

われた｡開学式の翌日，前田治脩(はるなが)は土佐守に経武

館の額を訓筆するよう命じた｡治脩が参勤交代のために江戸

に向かったのが３月６日であった。

明倫堂の額は,既に作成されており，開学式には掲げられ

ていた｡経武館の額は,それより２寸小さく作ることとした。

額の調筆を依頼された土佐守は制作に入ったが,次の文章

から制作に伴う苦悩を伺うことができる。
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前田直之系前田氏の家祖前田利政から文化１０年七代直

時までの記録を編年体で記載したもの｡「前田士佐守家家譜

井諸事留｣の下書とみられる

9.「前田直方肖像」

制作者,年代等は未詳,紙本軸装

前田士佐守家資料館蔵
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[寛政４年６月２３日]前田土佐守書状奥村河内守･前田大炊宛,出

典:『日本教育史資料」 前田直方まえだなおただ1748-1823

前田直方は前田直之系前田氏の６代にあたり,前代直躬の

３男で,加賀藩年寄を勤めた｡直方の事跡を伝えるものとして

は,土佐守家資料館所蔵の｢前田土佐守家家譜井諸事留｣が

詳しい｡これは家祖前田利政から直方の孫の直時(なおとき)代

までの各人の経歴を記したもので,おそらく直方が編集したと

考えられる｡それの下書が今回展示されている｢文化九年迄

前田土佐守家譜下書｣である｡これらの家譜類のうち直方の

手になると推測されるものが今回の展示物も含め８点あり,お

そらく,度々，書き継いだり編集し直したようである。

直方は寛延元年(1748)閏１０月に生まれ,宝暦１３年

(1764)正月に元服し,新知2500石で召し出だされた｡安永３

年(1774)４月に父直躬が役すると,同年６月に家督相続を命

じられ遣領の一万千石を相続し,年寄に就任し月番･加判とな

った。

直方は寛政元年(1789)に年寄職を免じられ,それ以来１７

年間藩政から遠のく事になる｡その間の寛政４年に経武館の

額の題字を書いた｡そして,文化３年(1807)に年寄職に復帰，

3年後の文化７年には勝手方主付という藩財政の最高責任者

土佐守は６月２３日に調筆した槽書と行書の２通りを２枚

ずつ提出して,治脩に選択してもらうことにした｡参勤交代で

江戸加賀藩邸にいる怡脩は｢お序での折ご覧になり｣，行書の

1枚を選んだ｡選んだ１枚を別にして上包みにして,不用の３

枚も返却した。

このことが奥村河内守と前田大炊から土佐守に知らされた

のは７月２３日である｡この間に,槽書と行書各二枚が,金沢と

江戸を往復したことになる。

治脩は,翌寛政５年４月１６日に江戸から金沢に戻ってい

たが,５月１５日に｢調上候処｣の完成した経武館の額をご覧に

なり｢格好等宜出来,ご喜悦に思し召され｣た｡士佐守は縞紗

の羽織***－,越後縮二反,をご褒美として拝領した。

＊＊*細紗の羽織：縮み織のうす衣の羽織(夏物の上着）

8.『文化九年迄前田土佐守家譜下書」

前田直方箸,年代未詳，自筆稿本，

附鬘属図書館蔵
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となり,改作法復古政策の中心的指導者となるも,挫折し文化

9年に年寄を退職し,隠居した｡文政６年(1823)11月，７６歳

で没した。

以上のような藩政の指導者としての側面だけでなく,直方に

は文化人･著述者としての側面がある｡現在,±佐守家資料

館には直方自筆の史料が約350点残っている｡その内容は農

政をはじめとする藩政関係,歴史書,随筆的なもの,精神論

的なもの等であるである｡このような大量の著述を残し,また，

その内容から直方は好学の人と想像される｡意外かも知れな

いが直方の学問的基盤は儒学ではなく，おそらく,藩学であ

った有沢流と呼ばれる兵学である｡16歳の頃の有沢流入門の

起請文,そして４２歳の時の有沢流の奥秘伝授の請け書がそ

れを示している｡また,直方は藩の軍備等の軍事的諸問題に

ついても記述しているが,それらも有沢流の影響を受けた内

容である｡しかし,晩年の著述においては儒教的な精神論が

目立つのも特徴である｡そのためこれらの史料は，当時の武

士における兵学と儒学の受容のあり方を考る好資料であり,ま

た,直方個人の人となりを伝える珍しく興味深い史料である。

慶応３年(1867)黒川は,卯辰山養生所主附となり禄50石を

加増され,これを祝って親族を招いた｡親族のひとり松崎久太

夫に宛てた書状。

黒川良安くるかわまさやす1817～1890

幕末から明治初期の蘭学者｡加賀藩の蘭方藩医。

父は富山藩医黒｣||玄龍,現富山県上市町黒川町に生まれ

る｡文政１１年(1828)父と共に長崎に遊学し,通詞吉崎権之肋

に就き蘭語を学ぶ｡父の帰国後も長崎に12年間留まり蘭学を

学ぶ。

天保１１年(1840)家老青山将監の薦めで加賀藩に召し抱え

られるが,翌１２年江戸の坪井信道に師事する｡弘化３年

(1846)加賀藩医となる｡嘉永３年(1850)加賀藩最初の種痘を

行う｡安政元年(1854)壮猷館の開設と共に翻訳方となり，同４

年江戸詰となり幕府著書取調教授手伝を命ぜられ,箕作秋坪

らと親交があった｡文久元年(1861)加賀藩軍艦御用兼務を命

ぜられ,元治２年(1864)加賀藩種痘所棟取に任ぜられる゜慶

応３年(1867)加賀藩卯辰山養生所主附となり禄を増し180石

に至る｡明治３年(1870)金沢藩医学館総督医となるが,同４年

廃藩置県に際し辞職した。

4.蘭医学の導入

１０.「黒川良安書状」

黒川良安害，自筆書状，

医学部記念館蔵

24×１８(c､）

5.金沢藩お雇外国人教師スロイス

スロイスPieterJacobAdriaanSluysl833-1913

スロイスは1833年８月１６日オランダ南部ステーンベルヘ

ンで生まれ,１８４９年ﾕﾄﾚﾋﾄ陸軍軍医学校に入学,１８５４年

オランダ東ｲﾝﾄﾞ陸軍に入隊,一等軍医となる｡1866年に学位

を取得した。

ﾕﾄﾚﾋﾄに留学中の伍堂卓爾が,加賀藩と取引のあったﾄﾞｲ

ﾂ商人アデレアンの仲介により,オランダ陸軍軍医総監ファ

ン･ハッセルトと交渉した｡明治２年(1869)８月アムステルダム

でスロイスと月給洋銀400ドルで3カ年間金沢の医学館におい

て医学生徒を教育し,病院内外の患者の治療に従事する契

約をした。

明治４年１月１０日，彼は夫人同伴で香港を経由して横浜

に到着した｡ここに滞在の間,彼は帰国するために横浜に来

ていたハラタマ(KoenradWolterGratama)と会っている。

明治４年４月２日，神戸より陸路金沢に到着し,金沢大手

町外国教師館(元寺西邸)を宿舎とし,後に城内玉泉院丸の

洋館に移った｡直ちに医学館での教育方針を決定して，「医
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学館規定｣には教育には５年を必要とするとし,その内容を定

めた｡教育教科と履修年限は次の通りである。

第一年解剖学*,締帯学,理学,動物学＊

記したスロイス｢舎密学｣の講義録である｡この記録により,スロ

イスが行った化学講義の内容を詳細に知ることができる貴重

な資料である。

従来のわが国の化学史では，「明治３年１２月から大阪理学

所で始まったリッテルによる講義が,ヨーロッパの最新の講義

を伝えたものである｣としていた｡しかし,明治４年３月に始ま

ったスロイスの講義を,リッテルの講義と比較すると,従来の定

説は誤りである｡この事実を示す資料が,この講義録である。

リッテルの講義は1850年代の化学であり,近代化学とはか

け離れたものであった｡一方,スロイスの講義は,１８６０年代後

半の化学であり，その内容は正に｢近代化学｣の始まりであっ

た｡本講義録には多くの化合物の分子式,化学反応式が記さ

れている｡これらはいずれﾉも現在の化学で使用されてものと同

じものであった。

近代化学の始まりは，ここ金沢を出発点としていたのであ

る。

第二年局処解吝ｌＬ健康学*,止学*,生理学*,植物学*，

顕微鏡検査,薬剤学＊

第三年病体解剖,病学通論,外科通論,外科手術*，内

外科検査,打検法,聴取法,験温器用法,病床顕微

鏡用法，

第四年病学各論,外科各論,外科手術*，内外科検査法，

眼科*,男子生殖器病，中毒学,軍中療法*,銃病療

法,仮死検査法,人為呼吸法

第五年内外科検査,皮膚,梅毒治療,婦人生殖器病,喉

鏡用法,産科,医学歴史,越列機用法,精神病,断

訟法

この５ヵ年の教育を受けたものには,試験を課した｡上記の

学科のうち下線を付した学科はスロイス自身が受け持った学

科であり，＊のものは後記の藤本純吉による講義録が現存す

るものである｡講義録にはこれらの他眼科手術学,有機舎密

学抄,徴兵検査法記,私魯伊斯氏方叢などもある。

スロイスは午前8時から10時まで授業を口述で行った｡武谷

俊三,伍堂卓爾,馬場健吾が通訳し,それを記録させ，日本

人教師により繰り返し教える方法をとった｡１０時から午後４時

までは病院での患者の診療にあたった。

藩は明治4年７月に兼六園内に｢理化学枝｣を設立し,高峰

精一を綜理とし,スロイスはここで医学のための基礎を講義し

た。

スロイスの仕事ぶりは高く評価され石)||県当局は｢東京,長

崎を除くの外,即今医学の盛んなる豈当県の右に出る者あら

んや｣と記している｡３年の契約が終わり,スロイスは明治７年

１０月１日に金沢を去り,横浜より船で１１月２５日オランダへ

帰国した。

スロイスの指導を受けた者が,その後,金沢,富山福井に

おいて,新しいオランダ医学でこの地方の医療分野に大きな

貢献をした｡本学の医学部にとっても,この医学館は重要な前

身校である。

藤本純吉ふじもとじゆんきち1850-1938

藤本純吉は,スロイスの講義をはじめて受けた９人の学生

の中の－人であった｡｢藤本純吉伝｣によれば,小泉弥太郎次

男として嘉永３年(1850)４月１７日に生まれた｡名乗を｢清辰」

と言った｡元治元年(1864)９月に藤本家に養子として入る｡明

治初年の大変革では従来の藤本家の家業では身を立て,家

を継続することも難しいと悟り,家業を棄て医師になる事を志

して,明治2年(1869)２月旧藩主侍医黒川自然に随い医学の

修業を始めた｡明治４年１月１０日医学館へ入学して,同年３

月より同７年９月まで同館教師オランダ陸軍第一等医官スロイ

スに|随い,理化学･動植物学,健康学,解剖学,生理学,薬剤

学,普通病理学,包帯学,内外科学を学んだ｡次いで明治８

年８月より同１１年12月まで石川県金沢病院教師オランダ医

師ホルトルマンに随い,局所解剖学,眼科学,組織学,外科・

学,産科学,中毒学を学んだ｡藤本は２人のオランダ人教師

の講義録３５点を残している｡この事は,医学史上でも貴重な

ものである。

明治４年１１月に医学館調合役,同６年４月私立医学館副

直医,８年７月金沢病院副直医,１１年９月金沢医学所助教

諭,１２年１１月金沢医学校教諭,１６年12月医学校御用掛兼

務,１１年２月医術開業免状を受ける｡明治１８年２月には私

立尾山病院に移った。

藤本純吉は金沢における近代医学の発展に､また金沢医

11．「舎密学』(せいみがく）

スロイス口述藤本純吉(清辰)筆記，自筆稿本，

金沢市立玉川図書館近世史料館蔵

医学館に明治４年に第１回生として入学した藤本純吉が筆
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師会の設立にも大きく貢献した｡彼の収集した膨大な蔵書は，

藤本文庫として金沢市立玉川図書館近世史料館に架蔵され

ている。

分光器であり，１８５９年に彼らはこれによって分光分析法を開

発した｡１８６３年には新元素インジュウム(,､)，およびルピジュ

ウム(Rb)を発見した｡スロイスは舎密学でこの二つの元素の

発光スペクトルについて'また分光分析法で1/(3xlO8)ｇのナ

トリウムが検出できる事にも触れている。

スロイスにより，わが国に初めて分光分析法の紹介がされ

た。

12.『究理学』

巻之一，物理学一般,力学

巻之二，力学,音学,静電気学

巻之三，電磁気学

巻之四，光学

スロイス口述，藤本純吉筆記，自筆稿本

金沢市立玉川図書館近世史料館蔵

スロイスが明治４年(1871)３月から行った物理学の講義を，

通訳が翻訳し,藤本が筆記した講義録である｡本講義録で注

目されるのは電気(静電気,電磁気学)に関する部分である。

従来，日本の物理学史では,大阪舎密局でのＨ・リッテルの

物理学講義｢物理日記｣が新しい本格的な講義であったと記し

ている｡しかし彼は,電気に関する講義は行っていない｡同時

期にスロイスは電気に関する詳しい講義をしていた｡このこと

はスロイスこそ｢本格的な物理学｣を初めて行った人物であると

するに相応しい事を示している｡スロイスはGanotのPhysics

やMnllerのLehrbuchderPhysikundMeteorologｉｅなどを使

用していたことが,引用した図から推定される。

例えば,巻之四光学の分光器のところの図はGanotの教

科書のものと同じである｡スロイスは舎密学でも分光分析の話

をしていた｡ここではＭｎlerのテキストの図と同じものを藤井貞

為が描いている。

14.『舎密学』(せいみがく）

スロイス口述，藤井貞為筆記，自筆稿本，

金沢市立玉川図書館近世史料館蔵

金沢市立玉川図書館近世史料館に収蔵される｢舎密学｣は，

藤本純吉と共にスロイスの講義を受けた藤井貞為により筆記さ

れたものである｡本書は稿本であり,かなり傷んでいるが,そ

の実験装置の図は優れたものである｡特にキルヒホフ｡ブンゼ

ンの分光器の図は，スロイスが講義に使用したMUlerの

ElementsofChemistryに記載された分光器の図と全く同じで

ある｡この事から,逆にこの化学教科書をスロイスがテキストと

して使用していたことが明らかとなった。

藤井貞為は武蔵国で土井家に天保１１年(1840)１２月生ま

れた｡慶応３年(1867)に藤井家に養子入りした｡明治６年

(1873)に家督相続を行った｡明治3年３月に金沢医学所に入

学した｡スロイスおよびホルトルマンに師事して内外科･医学を

学んだ｡同７年に金沢病院当直医ならびに医学所二等助教

になり,同９年１０月に富山医学所副校長心得,同１１年富山

病院長心得,富山医学所教長心得,同１３年８月に富山病院

当直医兼高岡分病院長となり,長く地方医療に多大の貢献を

残した。13．「KirchhoffEunsenの分光器」

資料館蔵

15.「化学日記』

リッテル文部省版明治７年(1874)，

金沢市立玉川図書館近世史料館蔵

Ｈ・リッテルの明治３年12月からの｢大阪理学所｣での化学・

物理学の講義が,まず,市川盛三郎訳で｢理化日記｣として，

同年から５年にかけて,大阪開成学校より順次出版された｡こ

れが後に,文部省により｢化学日記｣・｢物理日記｣に分割され

て,東京で出版された｡但し,内容はかなり追加されている。

本書の表紙には｢明治7年５月｣と記されているが,出版社｢御

書物師出雲寺萬次郎｣は｢出版明治９年７月２５日｣と記して

いる。

L･」

本器は石川県専門学校で明治14年(1881)から20年の間に

購入された分光器である｡これと同じ型の分光器の図がスロイ

スの講義録にある｡KirchhoT･Bunsen（ドイツ)により作られた
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本書は化学の初心者が理解出来る様に考慮されて書かれ

たものであると言われて,また従来わが国での｢新式化学｣の

初めての講義であると言われてきた｡しかし,その内容をよく

検討すると,分子式,化学反応式の記述,化学反応基の記述

などは,１８５０年代の古いものを使用していた｡例えば,水は

H20,硝酸は卜10.Ｋ02,で表記していた｡このことから,新式

化学とするのは間違いである。

スロイスの舎密学講義とリッテルの化学日記とは同時期のも

のであり，両者を比較すると,一見してその違いを知ることが

出来る。

文部省が明治７年(実際は９年)に本書を出版していた事，

さらにこれがよく使用されたと言われていることも注目される。

それは当時の東京における｢化学｣のレベルを物語っている

からである。

17.『オランダの野草図鑑』オーデマン箸

KatLlurlikeHistorievanNederlanddeFlora

ByOudemans，Ｃ･ＡＪ・Ａ・

ＧＬ･ＦＵＫＩ<Ｅ，Amsterdam，１８６９

附属図書館医学部分館蔵

I■

1869年,アムステルダムで発行された,オランダの野草464

種のカラースケッチが掲載された植物図鑑である｡図譜１冊と

解説３冊からなっている｡この図鑑はスロイスが来日の際に持

参したものである｡わが国の野草とよく似たものが,オランダに

も生えていることは興味深い。

図譜の植物図には索引番号が記されているのみで,このま

までは植物名は分からない｡解説部の索引を調べる必要があ

る｡そこでスロイス夫人が解説部から,その学名を図譜に書き

入れていた｡このことは本書の表紙裏に,金沢生まれの長男

ＬｅｅＫＦ,Sluysが1920年５月２０日に金沢を訪れたときに，

次の写真のように証明している。

へルマンリツテルHermannRitterl828-1874ドイツ人

明治３年(1870)１２月に加賀藩の招きにより来日したが,財

政上の理由から,大阪舎密局で,ハラタマの後を継ぐことにな

った｡明治６年３月東京開成学校鉱山学科の教師となり,鉱

山学を教えた｡明治７年２月に天然痘により死去した｡横浜外

人墓地に埋葬した｡東京谷中にリッテルの顕彰碑がある。

16-1．『理化日記」

リッテル口授,市川盛三郎翻訳，

明治三庚午季冬発免,大阪開成学校,官版,初編

金沢市立玉川図書館近世史料館蔵

16-2.『理化日記』

リッテル口授，市川盛三郎翻訳，

明治五壬申初秋発免,第四大学区第一番中学,官版,初編

金沢市立玉川図書館近世史料館蔵

明治３年12月から,リッテルが大阪理学所で英語で行った

物理学･化学の講義を市川盛三郎が翻訳して||頂に大阪開成

学校から出版したものが,青表紙のものである｡黄表紙のもの

は,明治５年に改めて第四大学区第一中学から出版されたも

のである｡本書では,物理学と化学を巻を変えて記載されて

いるが，書名は｢理化日記｣となっている｡本書の化学では，

化学式は全く書かれていない。

この本は,明治７年に文部省により,官版｢化学日記｣｢物理

日記｣に改められて,明治９年に出版された。

■で》 》

この本の著名は私の父と母のものであることを認める

ことは大きな喜びである。

１９２０年５月２０日ＫＰ・Sluys
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スロイス夫人と子息 第一次族管花状植物きく科

第二次族紐花状植物きく科

第三次族蝶花状植物まめ科

第四次族唇花状植物しそ科

第四族Solaneae なす科

第一種～五種

第五族Papaveaceaeけし科

第六族Gramineae頴花目，いね科

第七族Urticaceaeいらくさ科

くわ科

｜これ科

第八族交叉花状植物あぶらな科

スロイス夫人(名前不詳)はﾄﾞｲﾂ婦人で,ボルネオで生まれ，

１２才までそこに住んでいた。

後に１０年間,ヨーロッパで教育を受けた｡英語を流暢に話

すことが出来た｡新婚早々の21才(スロイスは38才)で日本に

船で来て,明治４年(1871)３月４日に金沢に着いた｡金沢で

長男を出産した｡明治６年１０月に帰国した。

夫人が植物学,動物学の講義の草稿を書いたとするものが

あるが,それは確かではない｡年齢から,少なくともこれらの高

等専門教育を受けていたとは考えられない。

長男の名前はLeeKRS1uys’であり,オランダ海軍に所属

し,軍艦ＨＭＳ・HertogHendU<号の船長として,大正８年

(1919)５月に来日し,同月２０日に生地金沢に来た｡そのとき

に,スロイスの弟子たちに会っている。

ａ「金沢病院」蘭医学からドイツ医学へ

19.「金沢病院」

三條賞美書，年代未詳,絹本扁額，

金沢大学医学部記念館蔵

本紙185×60(clll）

18.『植物学』

ｽﾛｲｽ口述，藤本純吉筆記，自筆稿本，

金沢市立玉川図書館近世史料館蔵

スロイスが医学基礎教育として,植物学の講義をしたものの

講義録である。

内容は巻之一では,植物の化学的組成,植物成分,植物

の各組織の形態などを扱い「植物ﾉ有機抱合ﾉ学問ハ大ナ

ル舎密術ｦ要ス又屡顕微鏡ヲ要ス｣と述べている。内容的に

は,当時の最新の植物学であった｡巻之二では,リンネニウス

(Lmne)系統による植物分類学を講義した｡各論では,第一族

で裸子植物,球果植物綱Conifbrae,で松科植物について触

れている｡以下,第八族まで１３＋α科の植物について,各々

簡単に紹介している｡注目すべきことは，引用した植物がす

べてオーデマンの植物図譜に記載されていることから,この図

譜を基にこの講義を行ったのである。

分類は次の通りである。

第一族ケーヘルダラーヘル

甲Pinus まつ科

乙GeslachtTacus，いちい科

丙Juniperus ひのき科・

第二族Schermorayers

其一甲種真種子'性

共二乙種曲種子

其三丙種留投種子

第三族副雑花植物

#１＃

'１－－
ﾛ

上
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「金沢病院｣は金沢大学医学部附属病院の前身であり，ま

たその歴史は本学医学部の前史でもある｡本学医学部の起

源は,文久２年(1862)の彦三種痘所にさかのぼる｡慶応２年

(1866)に,医師黒川自然が中心となりオランダ医学による病

院が卯辰山に設立された｡この病院は,はじめは｢養生所｣と

称されたが,後に｢卯辰山病院｣と改められ,傍ら医学生にオ

ランダ医学の講義もした｡明治３年(1870)２月に大手町(現在

金沢総合健康センターの地)の旧津田玄蕃邸に｢金沢藩医学

館｣が設立され,卯辰山病院の医学生はここに移った｡明治４

年３月，オランダ人医師ＰＪ.Ａスロイスが着任して,医学の

教育と患者の治療に担った｡明治４年７月の廃藩置県により

医学館はその経営基盤を失った｡県は医学館を｢官費を以て

之を保続｣としたが，「学制｣の公布を前に,明治５年４月従来

の藩立諸学校と貧病院は廃止された｡津田淳三外9名の蘭方
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時首相を兼任した｡２４年２月１８日没,55歳｡門地の高さと人

柄の誠実さで新政府最高の地位に就いたが,政治家としての

決側テカに乏しく，公家政治家としても岩倉に押されて名目的

存在にとどまった｡賛美が｢金沢病院｣の額を揮毫した経緯は

詳らかでない。

医たちは私費で医学館を維持した。

明治６年４月＊に文部省令により,医学館の名称が｢金沢病

院｣と改められた｡スロイスは文部省の雇入となり，引き続き医

学教育についた｡明治８年７年１月＊に石川県はこの病院を

維持することを決め,名称を｢石川県金沢病院｣とした｡これと

併設して金沢医学所を置いた｡スロイスは雇用任期が終わっ

たために,明治７年１０月に帰国した｡明治８年８月に,オラ

ンダ医Ａ､Ｃホルトルマンが新たに着任した｡明治１１年９月

に明治天皇の北陸巡幸があり,医学所で実験を天覧に供した

のはホルトルマンであった｡明治１２年４月ホルトルマンは雇

用期限が満ちて金沢を去った。

明治１２年６月に,これまでの大手町の隣地(殿町,現ＮＨ

Ｋ金沢支局の位置)に｢金沢病院｣が新築落成された｡これは

洋館建ての建物であり,新しい名所となった｡医学所は大手

町に残り,金沢医学校として医学生の教育機関となった。

新病院の開院は,これまでの蘭医学を中心とした医学教育

および患者の治療に大きな変化をもたらした｡このことは後に

｢文部省年報｣で,従前の状態を｢校舎規模甚狭小にて金沢

病院内の一隅を区画し僅々数十の生徒に医学の大意を教授

するに過ぎざりき｣(｢文部省第九年報」1882)と記しているこ

とからも分かる。

「金沢病院｣の額の成立は,この病院が新築されたこの時期

であると見られる｡額は,展示の絹本墨書のものと,それを版

下とした木製のものが現存している。

その後,本病院の人事,組織が改変され,ドイツ医学が導入

された｡これに対して田中信吾を中心とする医師たちは,明治

18年２月に新たに｢私立尾山病院｣を開設した｡多くの患者が

金沢病院よりもこの病院での診療を望み,隆盛を極めた。

＊この日付は資料によって異なる｡ここでは｢文部省年

報｣から採った。

20.「金沢細見図明治２０年５月」

千羽傳三蔵版，明治２０年(1887)，

金沢市立玉川図書館近世史料館蔵

51×4３（c､）

明治１２年(1879)６月殿町(現ＮＨＫ金沢支局の位置)に竣

工した｢金沢病院｣が描かれ,その隣に｢医学校｣がある｡仙石

町の｢中学校｣とあるのは明治20年４月に発足した｢第四高等

中学校｣であり,その母胎は｢石川県専門学校｣であった｡その

建物は｢啓明学校｣・｢石)||県中学師範学校｣の建物を引き継

いだものである｡現在も残る赤煉瓦の建物は,明治25年に竣

工したものである。

明治２０年８月に第四高等中学校に医学部が設置され，

｢金沢病院｣は医学部臨床教育棟となった｡ここでの医学教育

は,明治３８年(1905)に小立野の現医学部の地に｢石川県金

沢病院｣が落成するまで続いた。

この金沢病院の図には,ガス灯,人力車まで描いてあるに

もかかわらず，「金沢病院｣の額はみられない｡玄関ホールに

掲げられていたのだろうか。

21．「金沢細見図明治９年１２月」

千羽傳三蔵版，明治９年(1876)，

金沢市立玉川図書館近世史料館蔵

49×3６（c､）

7.第四高等中学校校舎の設計図璽棟札(むなふだ）

山口半六,久留正道はともに文部技師であり,２人は明治

中期から後期に,東京大学および第一高等中学校から第五

高等中学校の建築をはじめ,多くの官立教育機関の建築設

計に携わっている｡金沢に現存する赤煉瓦造の１日第四高等

学校本館(現石川近代文学館,明治２４年(1819)竣工)も彼

らの設計によっている。

第四高等中学校は,仙石''1丁の石川県専門学校の校舎敷地

を引き継いで発足したが,石川県師範学校を移転させて敷地

三條責美さんじようさねとみ1837-1891

幕末｡明治前期の公卿,政治家,公爵｡天保8年(1837)２月８

日，贈右大臣三條實萬(さねつむ)の第４子に生まれる｡尊皇

壌夷運動に加わったが,文久３年(1863)８月の政変で矢１１１１]’

七卿落ちの－人として長州に逃れた｡慶応３年１２月(1867)王

政復古により帰京｡新政府の議定となり，明治元年(1868)正月，

岩倉具視とともに副総裁,２年７月右大臣｡４年７月から１８

年１２月の内閣制度実施まで,太政大臣の職にあった｡その

後内大臣に転じ,２２年１０月の黒田清隆内閣崩壊に際して－
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をさらに広げ,２万坪の用地を確保した｡校舎建築は同22年６

月に着工し,同26年１０月に落成式が挙行された｡久留文部

技師は,落成式に臨み,工事報告を行っている。「専ら授業管

理衛生に適せしめんことを図り｣，「学校経済を主とし,務めて

堅牢を事とせしものなれば,学校建築の模範と為すにたるべ

きものあるIま明言するを|蝋らず｣。

棟札は,建築物の棟上の時,工事の由緒,年月日，建築者，

工匠などを記して棟木(むなぎ)に打ち付ける札であり,建物の

歴史を知る最良の資料となる｡展示は,赤煉瓦の本館の後方

に建てられた同校医学部解剖組織学講堂の棟札｡平面図

切断図が示すように,階段席は中央の教示台を囲むように置

かれている｡このため多角形の外観を持つ建物となる｡煙突，

上げ下げ窓,下見板張り外壁も力Ⅱえて,モダンな印象を与え

たにちがいない。22.「第四高等中学校解剖組織学教場の棟札｣(むなふだ）

医学部記念館蔵

20×106(c､）

記載事項

(表面）

加賀国金沢

第四高等中学校解剖組織学教場木造平屋建百六十坪

23.「第四高等中学校医学部解剖組織学講堂平面之図」

｢廿二年九月-'一七日写尺度弐拾分ﾉ壱」

第四高等学校同窓会蔵

81×63(cnl）

山口半六の認め印がみられる。

明治廿三年八月起工

同廿四年七月竣工

建築掛長文部三等技師従六位山口半六

設計文部四等技師従七位久留正道

建築事務主任文部属森川正名

建築工事担任文部省雇服部鉄五郎

建築工事取扱文部省雇宮尾麟

工事請負人金沢市清水伊鬘三郎

24.「第四高等中学校医学部解剖組織学講堂切断面之図」

｢尺度弐拾分ﾉ壱一t'一二年九月九日写」

第四高等学校同窓会蔵

92×63(clll）

山口半六の認め印がみられる。

M1＆１h$｢ljJYR懸総山41㎡i3弾M拠冊りしlﾅ鈩他

(裏面）

大工棟梁

鶴筈小太郎

新･保鉄三郎

野ロ栄治郎

小川仁三郎

｜

Ｉ
■

(表面） (裏面）
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8｡第四高等学校をめぐる人々25.「第四高等中学校物理化学平面及び全面之図」

（明治23年）

｢尺度百分之壱明治廿二年三月廿二日写」

第四高等学校同窓会蔵

67×101(clll）

29．「至誠」

小松宮彰仁親王書,明治頃,絹本扁額，

資料館蔵

270×180×９(cln）

|￣－
口

夢
「

一・一州一－Ｗ－

ご

■ 1u辿諒前面子ｎＷＴＷ轡火噸
向山 ’

Ｍ

Ｌ

庄可

１
１

１

｡~J￣

断

識壁■閂

！
11写ＴＩｌＩＩ田二笥iｉ－

一理

山口半六，久留正道の認め印がみられる｡厚地和紙に墨

描き,淡く彩色してある｡仙石''１丁の敷地内にあった｢物理化学

実験教場｣(明治２２年起工,２３年竣工)は現在,愛知県犬山

市の明治村に保存されるが,移築の際両翼が縮められている。

建物の中央部左右に化学と物理の階段教室がおかれる｡煉

瓦の煙突,上げ下げ窓,下見板張り外壁等，「解剖組織学講

堂｣と共通した部分がある。

小松宮彰仁親王は伏見宮邦家親王の第八皇子で,皇族軍

人であった｡明治３４年(1901)９月の金沢での日本赤十字社

総会に臨席するために,同社総裁として訪れた。

親王が来県して第四高等学校を訪れた際に,校長北条時

敬は同校講堂に掲げる扁額の染筆を願い出た｡これに応じた

親王は｢至誠｣の書を下賜した｡第四高等学校ではこれを額装

して講堂に掲げ,以後この講堂を｢至誠堂｣と呼んだ。「至誠」

の出典は,儒教の総合的解明の書である｢中庸｣である｡そこ

には｢誠は天の道なり」また｢至誠は息むことなし｣，「誠｣は真

実無妄のことであると記されている。

額縁は日本画家山田敬中(当時石川県工業学校教諭)の意

匠により,村上九郎作が制作したものである。

26.「医学部東部教場」

｢木造平屋建総坪百五十四」

第四高等学校同窓会蔵

45×６３(cnl）

27.「医学部西部教場」

｢木造平屋建総坪百六十七」

第四高等学校同窓会蔵

45×63(clll）

小松宮彰仁親王こまつのみやあきひとしんのう1846～1903

親王は嘉彰親王とも称した｡明治３年(1870)に東伏見宮家

を創設し,のちに小松宮彰仁と改めた。

戊辰戦争,佐賀の乱,西南戦争で軍功をあげ,さらに日清

戦争では征清大総督となった｡一方,海外留学･外遊経験を

生かして,明治20年の英国ﾋﾞｸﾄﾘｱ女王即位50年祭への参

列をはじめ,各国皇族･大統領との謁見,勲章の授与･拝受や，

各国首脳との会見等の華やかな外交に関わった。

明治２１年には,勅旨により枢密院に列して,憲法案･皇室

典範案等の審議に臨み,その制定施行に関与した。

明治２０年に日本赤十字社総裁,明治３１年には元帥となっ

た。明治３６年に５７才で残。

28．「第四高等中学校略図」

「第四高等中学校一覧自明治26年至明治27年｣付録

附属図書館蔵
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30.「－日不作一日不食」

西田幾多郎書,年代未詳,紙本扁額，

教育学部蔵

本紙l30x35(c､）

西田はこの頃のことを後にエッセイで述べている。「私が先

生の御宅にいた頃かと思う｡一日，東京からT君が来て先生と

話している時,先生は黙って私とT君に｢遠羅天釜雌を一冊

ずつ下さった｡Ｔ君は禅というものはどういうものかというような

ことをいったら,先生は脇腹に刃を刺し込む勇気があったらや

れというようなことをいわれた｡ただそれだけである｡」(｢北条

先生に始めて教を受けた頃｣)西田は北条の人格に触れるう

ちに禅に傾斜していったと思われる。

西田は,明治２０年に第四高等中学校予科第一級に入り，

翌年本科に進学するが,２３年に中退し,２４年帝国大学文科

大学哲学科選科に入学した｡２７年同科を卒業し,その後第四

高等学校講師,山口高等学校教授を経て,３２年に第四高等

学校教授となり,ドイツ語,英語を担当した｡四高では１０年過

ごし,学習院を経て,４３年京都帝国大学に移り,ここでようやく

研究者としての環境を得た。

この間,就業の不安定と家庭の苦悩から,西田は参禅の経

験を重ねるようになった。山口時代は夏冬の,休暇に京都妙心

寺,大徳寺等で,金沢においては卯辰山の雪門禅師***のも

とで参禅した。

西田の｢寸心｣の号は雪門禅師から与えられたものである。

明治34年３月１７日の日記に,「洗心庵にゆき,戒を受け,寸

心居士の号を雪門老師より賜はる｣とある。「寸心｣は,杜甫の

五言古詩｢偶題｣＊*からとられたものであり,方寸(３ｃｍ四方の

ごく小さな)の心の意味である｡また,明治36年８月西田は大

徳寺孤蓬庵広州禅師からの｢公案｣(参禅者に出す課題,難

問が多い)を通過している。

西田は参禅に励む一方で哲学研究にも打ち込んだ｡四高

での１０年の間に発表した論文をまとめたのが,最初の著作

『善の研究｣(1911)である｡独立自全の純活動としての｢純粋

経験｣こそ｢唯一真実在｣であり,主観,客観の対立も知情意の

分脚１tも,真も善も美も神も究極的にそこに帰着すると考えた。

＊「遠羅天釜｣(おらてがま):臨済宗の禅僧白隠の仮名書

法語集。

＊＊偶題杜甫大暦元年(766)作

「文章千古事,得失寸心知｣(文章千古の事,得失寸心

知る。：文章は永遠不朽の事業であるが,その佳否得失は

ただ作者自家の方寸の心が知るばかりである｡）に始まり，

漢代からの文章の沿革･詩論を述べ，「敢えて佳句を要せ

ず,愁ひ来りて別離を賦す｡」(敢えて佳句を求めようとは

しないが,愁いの湧き来るままに故郷を離れているこころ

■

－－￣l

iwitバー解｡－

一

西田の没後に娘たちが書いたエッセイ*に,金沢の｢私の家

では昔は客間に,私の娘の頃は母の室の床に,いつも｢一日

不作一日不食｣という軸が懸かっていた｡本当に私達の父は

－日考えざれば喰はざる様な人であった｡」とあり,また｢父は

本を読むか,結別Ⅱ畉坐の姿勢で目をつぶって,足の先を貧乏

振ひさせながら考へて居る時の外は,この半紙を前に置いて，

書いたり,読んだり,消したりしていた｡」とある｡西田の好んだ

言葉であったことを物語っている。

「一日不作一日不食｣は中国の禅宗史書の一つである僧鰄伝

の集成『五灯会元｣(ごとうえげん)に見える逸話に基づいている。

｢五灯会元｣の百丈』懐海(えかい)禅師の項に次の文章がある。

「師,凡そ務を作し,労を執るに,必ず衆より先ん

ず｡主者忍びず｡密に作具を収めて之を息はしめ

んと詩ふ｡師曰く｢吾徳争なし,まさに人より労すべ

し』と｡既に遍く作具を求れども,獲ずしてまた食を

忘る｡故に一日作らざれぱ,－日食らはず｡」

＊『わが父西田幾多郎｣,西田静子,上田弥生箸,1948,ｐ53.

西田幾多郎にしだきたろう1870-1945

哲学者｡能登半島の付け根,河北郡宇ノ気村に,十村を勤

めた家の長男として明治３年(1870)に生まれた｡村の小学校

卒業の後,金沢に移った｡明治１９年に石川県専門学校付属

初等中学科第二級に入学した｡この頃西田は入学以前に親

族を介して北条時敬(ときゆき)から数学の指導を受けていた。

入学後は,北条宅に下宿した｡ここから彼等の生涯にわたる

師弟関係が始まった｡北条は２９歳,西田は１６歳であった。

北条は,菩提寺が泉寺''１丁臨済宗宝勝寺であり,父が伝燈寺

町臨済宗妙心寺派伝燈寺に僧籍を持つともいわれ,禅に関

心が深かった｡明治１９年３月の北条の日記には,高岡市の

国泰寺雪門禅師を訪れ,入門したとある。
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れ,第四高等学校報国隊は同年10月１０日に結成式を挙行し

た｡この年,太平洋戦争勃発｡戦時体制は一層強化され,大

学等の在学年限の短縮,「戦時学徒自戒五条｣，「大東亜建設

に処する文教政策｣など》教育の分野にも様々な戦時政策が

とられるようになった｡昭和１８年９月岡上校長は依願退職し

た。

校長は剣道の達人で,剛毅朴訪を代表したような人物であ

ったという(『囚高八十年｣)。

もちを述べた｡）で終わる｡杜甫の晩年に至る漂白の時期

に書かれたものである。

*＊＊道津玄松雪門

北条が師とした道津玄松雪門は,嘉永３年和歌山県に

生まれ,寒川(そうがわ)安楽寺で得度し,京都相国寺で

印記を受ける｡明治１７年に高岡国泰寺の住聯を勤めた

が,明治２６年退山し,金沢市卯辰山の麓に洗心庵と称

する草庵を構えここに瓶もった。

31．「至誠無息」

岡上梁書,昭和１６年(1941)，紙本扁額，

附属図書館蔵

本紙136×33(c､） 市村塘いちむらつつみ1872～1945

明治５年(1872)，金沢市小立野に生まれる｡２５年,第四高

等中学校を,２８年,東京帝国大学理科大学植物学科を卒業

する｡二高教授を経て３０年,四高教授に着任｡昭和７年

(1932)に退官するまで一貫して動物及植物を講じ,後名誉教

授となる｡草創期の大学を卒業後,各地に在住して研究･教育

に携わり,地方独自の生物相を解明していった人々のうちの

一人｡著書には,旧制高等学校用の教科書｢近世動植物学教

科書｣｢動物植物顕微鏡実習摘要｣や｢ImportantMedicinal

Plantofjapan｣｢石川県下野生有用植物｣など多数あり｡明治．

大正期における県下の生物学研究に大きく貢献した。

今回展示する講義録にはそれぞれ日付が入っており,明治

25～同２６年にかけて,東京帝国大学医科大学生理学講座，

東京帝国大学理科大学のそれぞれの講座において行なわれ

た講義を筆記したものである｡学問分野の特色でもあろうが，

図が多く,掛図などを用いて講義したものと恩われ興味深い。
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｢至誠無息／皇紀二千六百一年／九月／梁書／岡上梁

印簡堂」

至誠は息むこと無し（しせいはやむことなし）

中庸の一節。「故至誠無息｡」

四高第１１代校長岡上梁(おかのうえりょう）は明治１３年

(1880)高知県生まれ｡３６年東京帝国大学文科･大学哲学科

に卒業｡３９年～43年春まで石川県立金沢第一中学校教諭を

つとめる｡昭和１４年(1939)４月，浦和高等学校より凹高へ転

任を命ぜられ,病気療養の後,８月下旬に四高に赴任した。

岡上校長が凹高に在任した14年～18年は，日に日に戦時色

が色濃くなり,その影響が学校教育へも大きな影を落としはじ

めた時期であった。

昭和１５年,教育勅語煥発五十周年並びに紀元二千六百

年記念事業(御真影奉安殿造営,記念植林並開拓)を遂行す

る機関として，「四高至誠会｣(会長:岡上梁)が設立される｡同

年９月には,教育の刷新を通して修練の強化をはかる｢四高

新体制｣が岡上校長から宣言され,禁酒禁煙断行,享楽的飲

食店出入り禁止,映画劇場への入場制限等が示された｡さら

に１１月には岡上校長を団長として｢北辰報国団｣が結成され

る｡昭和１６年,文部省より報国隊結成に関する訓令が発せら

32.市村塘筆記帝国大学医科大学講義録

附属図書館蔵

Physiologie,ｂｅｉＰｒｏｆＫＯｚａｗａ1893.9.l2

PhysiologischeChemie,byProfMKumagawa1893.9.16合本

大澤謙=おおざわけんじ1852-1927

在職期間：明治19-大正４(1882-1915）

近代生理学の祖｡本姓大林｡豊橋藩侍医大澤家の嫡子と

なる｡１４歳にして上京医学所に学んで中得業士となり二回に

わたりﾄﾞｲﾂに留学｡明治１５年(1882)，帰国して東大生理学

教授となりチーゲルに代わって講座を担当する｡２１年,最初

の医博の学位を受けた｡生理学の教育に従事し,講義のかた
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わら開国期の医学界の啓発に尽し,学界の柱石となる多数の

学者を育てた。

隈川宗雄くまがわむねお1856-1918

在職期間:明治24-大正７(1891-1918）

わが国医科学の開基者｡安政５年(1856)，福島県板倉藩

に生まれる｡本姓警原｡明治２年(1869)，東京の医家隈川宗

悦の義嫡子となり,８年,東京大学医学部に入学,16年卒業。

ﾄﾞｲﾂに留学｡２３年,帰国し２６年,医科学講座担当を命ぜら

れる｡後に東京帝国大学医科大学長となった。

Kaumannのもとで働く｡１９年辞し,ドイツ留学｡ミュンヘン大学

で古生物学を研究し,２２年帰国｡古生物学を担当する｡主に

中生代新生代の軟体動物化石,中生代,古生代の動物化石

を研究。日本の古生物分類学,層序学研究の基礎を築く。

ComparativeAnatolny，byProfLIijilna1893.9.14

飯島魁いいじまいさお1861-1921

在職期間：明治19-大正10(1885-1921）

文久元年(1861)，浜松に生まれる｡明治１４年(1881)，東

大動物学科卒業｡翌年ﾄﾞｲﾂ,ライプチヒ大学留学｡帰国後，

東京帝国大学理科大学動物学巍受となる｡２４年,学位を得る。

日本の寄生虫学の開祖であり,海綿類に関する業績も著名。

33口34.35.市村塘筆記東京帝国大学理科大学講義録

附属図書館蔵

SystematicBotany価ommonocotyledon),ｂｙＰｒｏｆＬＪ，

MatslImura(日付なし）

LectureonBotany，ContmuedbyJ,Matsumural892､l22

Botany,lecturedbyProfMatsumura（日付なし）

Botanik,ｂｅｉＭｒ.』・Matsumural8923ld】vlarch合本

松村任三(まつむらじんぞう)1856-1928

在職期間:明治16-大正11(1883-1922）

36.「石川懸下野生有用植物』

市村塘,安田作次郎共著，

石川県図書館協会刊行,昭和１６年(1941)，

附属図書館蔵

石川県立図書館の委託により著述。

県下の野生植物1,083種の和名,漢名,学名,形態,開花

期,結実期,産地,用部及び主成分,応用を記述したもの｡巻

末に植物の写真あり。

共著者安田作次郎は,元石川県立羽咋中学校長。

！、
Ｉ

ｻﾞﾘIW1r

lll
￣

,１
１１

１１

■】

！

‐
』

浦井鐘一郎うらいこういちろう1868-1932

第四高等学校教授

東京に生まれる｡明治２５(1892)年東京帝国大学分科大学

史学科を卒業し,直に第四高等学校教授となり,退官する明

治１５年(1926)までの３４年間および退官後も講師として,一

意西洋史を講じた。

ドイツ史学界の泰斗ランケRankeの学風を受け継いだ講義

は理路整然とし,英法科では英語で,独法科ではドイツ語で

行い,学生は手に汗握って聞いたほど面白かったという｡また，

名利を追わず,淡々たる－学究･教壇人として,四高のために

全生涯をささげた。

著書｢復習用西洋歴史年表｣は,“生徒が筆記の労を省き且

復習の便に供せんが為に編さんせる"(上の巻｢凡例｣より)と

の言のとおり,謹厳の中にも慈愛あふれる教官であった。

」一一＆Ｕ

松岡藩家老の松村儀夫の長男として,常陸国に生まれる。

明治３年(1870)，大学南校(現東京大学)に入学｡１０年,小

石川植物園に出仕する｡１９年,ドイツに留学｡ハイデルベル

クおよびヴェルツブルク大学で植物分類学を学び,２１年帰国。

23年,理学博士となり第２植物学教授,並びに初代附属小石

川植物園長などを勤め,現在の東京大学理学部植物学教室

の基礎を築いた。

Palaeontology，ｂｙＰｒｏｆＭ・Yokoyama１８９３．９．１２

横山又次郎よこやままたじろう1860-1942

在職期間:明治22-大正１３(1889-1924）

安政７年(1860),長崎に生まれる｡明治15年(1882)，東大

理学部地質学科卒｡農商務省地質調査所に入り,ナウマン
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37.『復習用西洋歴史年表」

浦井鐘一郎署,富山房，

明治37-40年(1904-1907)，全３巻，

附属図書館蔵

38.『師友簡録』

黒本稼堂署，自筆稿本，

附属図書館蔵

稼堂がその受信を自筆をもって写しとどめ,みずから装順して

和装3冊にまとめたもの｡藤田維正等,広い交遊と親眠が伺われ

る好資料｡展示箇所は夏目漱石書翰の写し。

39.「自筆短冊」

黒本稼堂書，

個人蔵
〆￣へ
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自著への,メモ的なものから新しい研究成果や考察を加え

たものまで,空白が埋まってしまうほどの書き込みが入ってい

る｡氏の学問への情熱,講義への真蟄な取り組みが伺える。
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医師の誤診により，下痢に苦しんだことを七言絶句の形にし

たもの。「徐値王｣は古代中国の人物で治水に功があったといわ

れるが，稼堂の｢病｣との関係は未詳。

黒本稼堂くるもとかどう1858-1936

漢学者｡名は植(うえる)｡幼名栄太郎｡第四高等中学校の記録

では,安政5年(1858)２月12日，加賀国石川郡専光寺村(現在金

沢市専光寺町)生まれとあるが,実際は石川郡宮腰村(現在金

沢市金石)に生まれ,専光寺村黒本家の養子となったらしい｡石

川県中学校西校,石川県師範学校等で小学校教員の講習を修

め,また藤田維正(容斎)，藤沢南岳,川田剛,重野安鐸,小中

村清矩らに,和･漢｡英学の教授を受けた｡東馬場小学校訓導

補(17歳)をふりだしに,中学校･師範学校の教員を勤め，明治

21年(1888)４月第四高等中学校雇教員,２４年５月同助教授となっ

たが,翌年７月非職を命ぜられた゜その後も大分県尋常師範学

校,第五高等中学校,京城第一中学校等の教員を勤め,漢文を

教えた｡大正末年には金沢に帰り,文筆に勤しんだ｡墓は金沢

市桂岩寺にある。

著作には『稼堂集｣(漢詩文集)のほか,『稼堂叢書』(古典の注

釈等)，「花守集｣(和歌集)，「三州遣事｣(伝記集)などがある。

またその蔵書は，「稼堂文庫｣として金沢市立玉川図書館に収蔵

されている。

狩野亨吉かのうこうきち1865-1942

慶応元年(1865)１１月２８日，出羽国秋田郡大館町(現在秋

田県大館市)に生まれる｡明治９年(1876)上京｡番町学校,東

京府第一中学，大学予備門を経て,２１年帝国大学理科大学

数学科を,２４年同文科･大学哲学科を卒業し,大学院で数学を

研究｡２５年７月第四高等中学校教授に任じ,２６年１０月本部

教長となったが，翌27年３月辞l職｡３１年１月第五高等学校

教授,１１月第一高等学校長｡３９年７月京都帝国大学文科大

学教授（倫理学講座担当)，補京都帝国大学文科大学長｡４０

年文学博士｡４１年病気を理由として辞職するも，文部省の天

下り人事に抗議してのことであった｡その後一切の官職に就

かず，また生涯独身を通し，東京の一隅に書画の鑑定売買を

業として暮らした｡安藤昌益･本多利明らの思想家を発見し，

倫理学･論理学に深い造詣を有したが，著述を好まず発表を

嫌ったので，残された業績は数編の論文にすぎない(安倍能

成編｢狩野亨吉遺文集』岩波書店，１９５８年に集録)。昭和１７
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g・石川の知識人年(1942)１２月２２日没｡７８歳｡旧蔵書は京都大学と東北大学

に納められた｡和漢の貴重書が多い。

金沢における亨吉ははじめ西田幾多郎の持ち家(長町)に

住み,一時長土塀に居を転じたが,再び長町に戻って西田の

隣家を借家とした｡亨吉は常に数人の生徒を居候させ,その

生活費まで面倒を見た｡その中には八田三喜(後に新潟高等

学校校長)のように,生涯亨吉に師事した者もいたが,女性問

題を起して亨吉を悩ませるものもあった。

41．「明朗敢為」めいろうかんい

永井柳太郎書，年代未不詳，紙本扁額，

資料館蔵，石川県師範学校旧蔵

本紙165×60(Cu'）

庇 －F可

■
ｒ

ｌ

鯛
40.「自筆短冊」

狩野亨吉書，

個人蔵
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石川県師範学校では,昭和９年(1934)１１月に創立６０周

年記念祝典が行われた｡『石川県師範学校同窓会会報一母

校創立六-'一周年記念号一｣(昭和１０)には,講堂の様子を｢入

口，明倫堂の巨額の左右には,陸軍大臣林銑＋郎閣下の｢剛

健醇美｣，前拓務大臣永井柳太郎氏の｢明朗敢為｣，の二額が

あり,側壁の前田利為侯の｢養正｣の額と共にこの厳粛な式場

をより一層緊張させている｡」とある。「明朗敢為｣は,明るく朗

らかに実行するの意味である。

当館の館蔵品となっているこれらの扁額が何時,どのように

書かれたものかは明かでないが,この式典のために調筆依頼

された可能性がある。

蝋
白蟻Ⅷ 轍…繍
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乎吉が旭峯に献じプニ

奥乃老祝う敬二首

短冊の裏面には｢文學博士理學士狩野亨吉先生｣と墨書さ

れ,昭和１７年(1942)１２月の新聞記事(亨吉の計報)が貼付さ

れている｡しかし亨吉が｢良嘉｣の名を用いた例は知られてい

ない｡また彼は揮毫も好まなかったらしく,残された墨跡は決

して多くない｡ただ,青江舜二郎著｢狩野亨吉の生涯｣(明治

書院,１９７４年)には,亨吉が叔父狩野旭峯(ジャーナリスト，

父の弟,諒は良貴)の長寿を祝って贈った短冊二枚が掲げら

れていて(図版参照)，その筆跡は右短冊と同一人の手になる

ものと判断される｡また亨吉以前の狩野家は代々，謀に｢良」

字を冠しているから,亨吉の諄が｢良嘉｣であっても不自然で

はないであろう。

この歌の詠まれた時日は不明である｡ただ,亨吉には上京

の｢旅日記｣があり(東京大学教養学部図書館所蔵)，そこには

明治9年４月｢厨川を渡る｡金沢の111を左の方に望む｡横手を

過ぎ岩崎湯沢を過ぐ｡」との記述が見え，１２歳の亨吉は馬上

から金沢の柵(かねざわのさく｡横手市金沢にある城跡｡後三

年の役で著名。源義家による包囲を受けて落城)を望見して

いる｡歌はこの折の記'億を詠んだものであろう。

永井柳太郎ながいりゆうたろう1881-1944

政治家,教育家,ジャーナリスト｡明治14年(1881)，金沢市

中主馬町(現菊川)で生まれた｡３８年,早稲田大学を卒業し

た｡英国留学後,早稲田大学で社会政策,植民地政策を講義

した｡そのかたわら,大隈重信が刊行した雑誌『新日本｣の主

筆を務めた｡大正６年(1917)早稲田大学を辞して,同９年に

憲政会から衆院選挙に当選,以後連続当選をした｡進歩主義

と雄弁を生かし大正デモクラシーを推進して,普通選挙法の

成立に尽力した｡昭和８年(1933)に立憲民政党の代表となり，

斉藤実,近衛文暦,阿部信行内閣で拓務,逓信,鉄道の各大

臣を務めた｡昭和15年に民政党を脱党した｡晩年は右傾した。

昭和１９年(1944)，６３才で没した｡三木内閣の文部大臣永井

道雄(社会学者)は次男である。
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42Ｊ永井柳太郎暁烏敏宛書簡」（昭和９年８月２７日）

書簡縦約１８ｃｍ

附属図書館蔵

清の太祖ヌルハチの実録｡満洲族の発祥伝説から書き起こ

しており,ヌルハチに関してのみならず,広く当時の女真族に

関する重要な史料。

各ページを３段に分けて上から11頂次満漢蒙の３体で記され，

全編にわたって多くの絵図が挿入されていた｡この遼寧通志

館本の本文は漢語のみとなっているが,絵図の影印部分から
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金沢市出身の政治家,永井柳太郎が暁烏敏に宛てた書簡。

｢満洲實録｣の'朕の内側に貼られている｡この『満１１|實録｣は，

永井が満洲国特使から贈られたものを焼鳥に贈ったことが書

中から伺える｡昭和９年(1934)３月，満洲国帝政が実施され，

修聰特使として国務総理大臣鄭孝冑,財-政部大臣煕洽の

両氏が来日する｡当時,拓務大臣であった永井も４月２日夕

刻より特使の歓迎会を催したことが,翌朝の朝日新聞に掲載さ

れている｡「満洲實録｣はこの際に入手したものであろうか。

永井が書簡の冒頭で,暁烏からの著書贈呈の謝意を述べ

ているように,焼鳥もたびたび永井に自著を贈るなど,両者の

親交は深かった。

焼鳥は書籍の収集に熱心で,５万冊に及ぶ蔵書は昭和２５

年に金沢大学に寄贈された｡永井からの『満洲實録』の贈呈

は,書簡を峡に張り込むほど嬉しい贈り物であったことは,想

像に難くない。
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『滿洲實録」

8巻遼寧通志館1930年

附属図書館蔵

暁烏敏あけがらすはや1877-1954

松任市の明達寺に生まれた真宗大谷派の僧で，松任市の明達寺に生まれた真宗大谷派の僧で，明治｡大

正･昭和の思想界･宗教界に大きな影響を与えた｡清沢満之

の信仰を伝え,宗門の禁書であった｢歎異抄｣を世に広め,晩

年は東本願寺宗務総長を務めるなど仏教の近代化に尽くした。

また｢精神界｣をはじめ多くの雑誌を編集し,執筆者としても活

躍した。

昭和２４年(1949)，創立間もない金沢大学に暁鳥家所蔵の

香草文庫のうち約５万冊が寄贈された｡仏教書のみならず広

い学問分野の書籍群は，「焼鳥文庫｣として現在に至るまで多

くの学生･研究者に利用されている。
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43.「奉事億如来」

焼鳥敏筆,年代不詳,紙本扁額

附属図書館蔵大橋和臣氏旧蔵

本紙65×45(cnl）

任市北安田の明達寺で行われた夏期講習会にて講じられ

た。

45.「｢歎異抄｣を読む(46)｣自筆原稿

46.『精神界｣第３巻１号

(明治36年(1903)１月１０日発行）

,Ｉ １
１

「
￣

lljlL鰯
￣祠｜

穿慧１ｍ
，蝿鶏‘ＩⅨ ］

▲

44.「飛化遍諸刹」

|庇烏敏筆,年代不詳,紙本扁額

附属図書館蔵大橋和臣氏旧蔵

本紙65×35(c､）

--ユ

浄土真宗の開祖である親鷲の談話を側近の－人が記録し

た『歎異抄｣は,浄･土真宗中興の祖といわれる蓮如により,誤

解を招きやすい危険な書として室町以降は封印されたような

状態にあった｡師｡清沢満之のすすめもありこの書を読み始め

た暁烏敏は，「最も私を感化し,また最も私を慰めてくるる聖

典｣と深く感銘を受け,「歎異抄｣を世に広めるために明治３６

年１月より43年12月まで,８年間55回にわたって雑誌『糯申

界｣に連載し,明治44年に－冊にまとめて『歎異抄講話｣として

刊行した。
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暁烏敏感想等書入図書

47.現身仏と法身仏

姉崎正治署,有朋館,明治37年(1904)，

附属図書館蔵

「焼鳥敏日記上｣によると明治37年１０月８日にこの書を

買い,翌日に序を読んでいる｡本文は２４日夜から読みはじめ

たようであるが翌日の午後には読み終え,次のような感想を述

べている。「得る所多し｡本書の内容は,よく子が今日の信念

の発展の跡を語れり。うれし｡」全体にわたって紫色鉛筆,赤

ペンによる傍線箇所がかなり多い。

`億の如来に奉事し,飛化して諸刹に遍く

おくのにょらいにぶじし,ひげしてしょせつにあまねく

『仏説無量寿経巻下｣の"東方偶，，とよばれる偶文の一節。

｢仏説無量寿経(大無量寿経)』は｢仏説観無量寿経｣,『仏説

阿弥陀経｣とともに浄土三部経の一つで,祥･土宗･浄土真宗の

根本経典である。

暁烏は９歳で『無量寿経』の読諦を習い,１７歳でその講義

を聞き,その後,この経とは不可雛の生活をしてきたが,大正

7年９月，妻総子の病気の看病をしながら『大無量寿経｣の静

読を始めた｡ここから,これまで『歎異抄｣に傾倒していた暁烏

の関心が『大無量寿経｣へと移っていくのである。

その後,『無量寿経｣の講話を各地で行い,それらは１５冊

の『仏説無量寿経叢書｣として発刊された｡扁額の一節がある

"東方偶"は,大正13年８月１５日～２１日にかけて石川県松
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48.遠羅天釜(おらてがま)三巻,続集一巻

白隠慧鶴著,寛延４年(1751)，和装３冊

附属図書館蔵

初版は１７４９年｡臨済宗の禅僧白隠慧鶴(はくいんけいかく）

(1685～1768)による仮名書法語集｡平易に禅の要義を説く｡

書名は彼が愛用していた茶釜の名によるが,弟子の慧梁が

言うようにそれが何の意味かはわからない。

『焼鳥敏日記上｣によると明治37年１０月２８１=|の夜に上

巻を読了,１１月５日の夜から中巻を読み始めたところ｢巻を離

す能はずして読了｡時に-'－－時也｡先師没して巳来この清風

に接すること稀なりき,快極まりなし｡」との感想を述べている｡

９日の夜には全巻読了した｡朱筆による傍点個所が多い。

森田柿園もりたしえん1823-1908

幕末から明治にかけて活躍した郷土史家である｡幕末には

加賀藩茨木家に仕え主家の家譜編纂にあたった｡この頃から

郷土史家としての評価は高かったようで,明治に入ると前田家

の御家録輯職や書籍|日記の取調主任に任じられ,この際に

は棄却図書若干巻および金沢県庁の保管下に入ったものの

うち２６箱を譲与された｡明治９年に官職を退いてからはより

精力的に加賀･能登･越中の歴史･地誌の編纂･収集｡書写。

著述活動を行った。

50.『加賀諸神社縁起』

森田柿園書,明治２９年(1896)，自筆稿本，

附属図書館蔵
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「加賀諸神社縁起｣は序文によると貞享～享釧保年間*に各社

寺が作成した縁起を，「後世伝来の|日記もなく僅に聞伝へる

伝説に蛇足を交へ神官社僧の筆に任せたるなれば恐らくは

附会の妄誕も多かるならんか｣としながらも｢外に見るべき記録

もなく其中にもmjll処とすべきふしもなきにあらねば｣｢旧跡捜索

の参考と｣するために－冊にまとめたもので,黒津船社はじめ

55社の縁起の書写である。

＊実際には嘉永年間まで時代が下っている。

なお,見返に｢西湾図書｣という蔵書印が押してある｡これは

故水上一久巍受の蔵書で,昭和5,年度に金沢大学が近八書

房を通して購入し,蔵書としたうちの－冊である。

49.『火の柱」

木下尚江著,６版,東京:平民社,明治38年(1905)，

『暁烏敏日記上｣によると明治38年５月５日に『良人の告

白｣とともに｢火の柱｣を買い求めた｡９日になって眠れぬまま

｢－時より『火の柱｣をよみ,三時近く｣まで読みふけり，翌日午

後には読了した｡朱筆の傍線個所が数箇所にある。

非
無
生

明
治
三
十
八
年
五
月
九
日
の
夜
よ
り
十
日
の

午
後
に
か
け
て
読
了
。
主
人
公
篠
田
順
二

は
作
者
か
理
想
的
人
物
を
描
け
る
也

我
そ
の
社
会
主
義
に
全
然
賛
成
は
せ
さ
れ
共

篠
田
の
人
格
に
膝
ま
つ
く
を
辞

せ
す
権
門
の
松
嶋
を
捨
て
、
こ
の
偉
人

に
一
身
の
愛
を
さ
さ
げ
た
る
梅
子
亦
完

全
な
る
佳
人
と
称
す
べ
し

グー、

巻
末

４０㈱
朱
書
）

－２３－

’
蟷

昨
獅
鄙
砿
騰
紛
麟
零
繋
羅
詞
燗
蝉
簿
丞
腰
あ

轍
花
軸
判
私
４
Ｆ
醸
窪
い
む
諏
雛
ザ
総
以
耐
釉
恒
拭

…批
騨
永
押
撫
爬
献
払
祉
珊
狐
欝
趨
・
か
藤
塔
沁

》
搬
淑
轍
飾
博
似
ヱ
汽
灯
贈
似
蕃
畿
埖
暑
澗

歩
畷
司
：
：
惚
純
迩
勿
八
・
Ｆ
鞍
ｃ
蕪
壷
？
Ｊ

黙
刮
Ⅲ
雌
で
難
４
１
＃
漣
＄
ざ
４
ｆ
ｙ
系
却
母

・
咋
砺
撚
竺
式
卦
幾
Ｊ
：
鯉
ｊ
鼻
か
〈
↓

…醗

轤櫛



出品機関

金沢市立玉川図書館近世史料館

第四高等学校同窓会

前田土佐守家資料館

金沢大学医学部

金沢大学教育学部

協力者
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板垣英治

宇佐美孝

江森一郎
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山本博
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在田則子（資料館）

池上佳芳里（附属図書館）

板垣英治（金沢大学名誉教授,資料館客員研究員）

押見智美（附属図書館）

笠井純一（文学部教授｡資料館長）

近藤真史（大学院文学研究科）
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野村洋子（附属図書館）
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9．石川の知識人


